
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 福岡女学院看護大学 
設置者名 学校法人福岡女学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

看護学部 看護学科    82 82 13  

（備考） 

   

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/educate/study/syllabus 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 
  

https://ns.fukujo.ac.jp/educate/study/syllabus


  

【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 福岡女学院看護大学 
設置者名 学校法人福岡女学院 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
公表方法：学院 WEB 

https://www0.fukujo.ac.jp/disclosure/officer/  

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社役員 
2022.6.1 ～

2025.5.31 
財務 

非常勤 株式会社従業員 
2021.6.1 ～

2024.5.31 
広報 

（備考） 

 

  

https://www0.fukujo.ac.jp/disclosure/officer/


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 福岡女学院看護大学 

設置者名 学校法人福岡女学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

【授業計画書（シラバス）作成過程】 

本学の授業計画書作成は以下の手順で実施している。 

①教務部委員会で「シラバス作成要領」（以下、「要領」）を審議、承認 

②教員に「要領」を配信し、シラバス作成を依頼 

③入稿後、第三者によるシラバスチェック実施、結果を各教員にフィードバック 

④③を受けて修正、最終確認の後、Web公開を行う 

【作成及び公開時期】 

①シラバス作成依頼          ： 11月上旬 

②第三者によるシラバスチェック実施  ： 1月中旬 

③フィードバック修正期間        ： 1月下旬 ～ 2月 

④Web公開            ： 3月中旬 ～ 4月 

【授業計画書記載事項】 

 他の科目のつながり」「授業概要」「到達目標」「授業の(運営)方法」 

「授業計画（内容）」「各回の学習課題」「事前・事後学習時間」「教科書・参考書」 

「成績評価方法」「留意事項」「実務経験教員による授業の概要」 

授業計画書の公表方法 本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/educate/study/syllabus 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://ns.fukujo.ac.jp/educate/study/syllabus


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

【単位授与又は履修認定の厳格かつ適正な実施状況】 

 単位授与並びに入学前の既修得単位等の認定については福岡女学院看護大学学則

及び履修規程に定め、学生に対しては入学時及び各年度における教務・履修オリエ

ンテーション等にて周知を行っている。 

成績評価は、授業計画書（シラバス）に記載のとおり、試験や提出課題、授業参加

度などを総合的に判断して各科目の目標到達度を、また、授業において事前学習課

題を提示し、課題提出や小テスト実施等により授業時間外の学習を促し、単位時間

相当の学修成果を確認するなど、適正な方法で実施している。 

成績評価基準は以下のとおり  

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 評価 成績評価基準 

合格 

AA 100点～90点 

A 89点～80点 

B 79点～70点 

C 69点～60点 

不合格 
D 59点～0点 

F 失格・放棄 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

【客観的な指標の具体的な内容（指標の算出方法）】 

 各学年における成績評価を客観化するために GPA制度を導入し、合格・不合格の評

価を 5段階で実施。成績審議、卒業判定時の総合データの一つとして活用している。

また、学生に対する学習指導や奨学生の推薦、卒業判定における総合判定データの

一つとしても利用している。 

【客観的な指標の適切な実施状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【GPAの算出方法】 

 成績が確定した科目の成績評価の GP に、その科目に与えられている単位数をかけ

たものを、総単位数で割ります。計算式は以下のとおり。 

GPA＝ 

4×AAの修得単位数＋3×Aの修得単位数＋2×Bの修得単位数＋１×Cの修

得単位数 

＋0×Dの修得単位数＋０×Fの修得単位数 

総単位数（D・Fの単位数も含む） 
 

区分 評価 成績評価基準 1単位あたり GP 

合格 

AA 100点～90点 4 

A 89点～80点 3 

B 79点～70点 2 

C 69点～60点 1 

N 認定 － 

不合格 
D 59点以下 0 

F 失格 0 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本学 WEBに冊子(CAMPUS LIFE 2022)を掲載 
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj

44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-D-.pdf 

※冊子配布先：学生、実習施設、進学及び入試説明会等参加者等 

https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-D-.pdf
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-D-.pdf


  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

【卒業の認定に関する方針の具体的内容】 

  本学で所定の単位を修得し、次に掲げる能力を身につけた学生に対して卒業を認定

し学位を授与する。 
 1) キリスト教の愛の精神に基づき、他者の成長を助けるとともに自分も成長できる 

   ヒューマンケアリングを実践できる基本的能力が身についている。（態度/志向性） 

 2) 生命の尊厳と人権の尊重にもとづく倫理観を持ち、他者の権利を擁護できる。（知識・姿勢） 

 3) 看護の専門職として必要な知識と問題解決能力を持ち、多様な年代・健康レベルに対する 

   看護を提供できる基本的な援助技術を修得している。（知識・技術） 

 4) 専門職と協働し、チームで連携しながら看護の役割と責任を理解できる。（知識・理解） 

 5) 看護の専門職として継続的に自己研鑽していく姿勢を有している。（態度・志向性） 

 6) 多様な言語・文化・価値観を理解し、グローバルな視点から保健医療福祉の現状と課題が 

   理解できる。（知識・理解） 

  

【卒業の認定に関する方針の適切な実施状況】 

 教育理念・教育目標に沿って設定した授業科目を大学学則ならびに履修規程に従っ

て卒業要件の 128 単位以上を修得し、4 年以上在学した者について、学位授与方針を

踏まえて、教務部委員会、教授会、運営会議にて卒業判定を厳正に実施、学長が卒業

を認定したものに学士（看護学）の学位を与え、卒業証書・学位記を授与する。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本学 WEBに冊子(CAMPUS LIFE 2022)を掲載 
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj

44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-D-.pdf 

※冊子配布先：学生、実習施設、進学及び入試説明会等参加者等 
 

  

https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-D-.pdf
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-D-.pdf


  

【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 福岡女学院看護大学 

設置者名 学校法人福岡女学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www0.fukujo.ac.jp/disclosure_1/ 

収支計算書又は損益計算書 https://www0.fukujo.ac.jp/disclosure_1/ 

財産目録 https://www0.fukujo.ac.jp/disclosure_1/ 

事業報告書 https://www0.fukujo.ac.jp/disclosure_1/ 

監事による監査報告（書） https://www0.fukujo.ac.jp/disclosure_1/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/information_disclosure/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/information_disclosure/ 

 

  

https://ns.fukujo.ac.jp/information_disclosure/
https://ns.fukujo.ac.jp/information_disclosure/


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 看護学部 

教育研究上の目的（公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/information/idea ） 
（概要） 

キリスト教精神に基づき、人間の尊厳、倫理観を備え、ヒューマンケアリングを実践できる人材を育成し、社会

に貢献するという教育理念のもと、次の４つの教育目標をたて教育活動を行っている。 

１．建学理念であるキリスト教の愛の精神に基づき、 誠実で豊かな人間性を養う 

２．あらゆる健康レベルにある人々の健康課題を 解決する能力を身につけ、エビデンスに基づいた看護を実践 

    できる能力を養う 

３．保健・医療・福祉・教育等の専門職や住民と 連携・協働し、専門性を活かした看護を実践できる 基礎的 

    能力を養う 

４．専門職としてグローバルな視野から看護を探求し、 継続して自己研鑽できる能力を養う 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/information/idea ） 
（概要） 

  本学で所定の単位を修得し、次に掲げる能力を身につけた学生に対して卒業を認定し学位を授与する。 

1) キリスト教の愛の精神に基づき、他者の成長を助けるとともに自分も成長できる 

  ヒューマンケアリングを実践できる基本的能力が身についている。（態度/志向性） 

2) 生命の尊厳と人権の尊重にもとづく倫理観を持ち、他者の権利を擁護できる。（知識・姿勢） 

3) 看護の専門職として必要な知識と問題解決能力を持ち、多様な年代・健康レベルに対する 

  看護を提供できる基本的な援助技術を修得している。（知識・技術） 

4) 専門職と協働し、チームで連携しながら看護の役割と責任を理解できる。（知識・理解） 

5) 看護の専門職として継続的に自己研鑽していく姿勢を有している。（態度・志向性） 

6) 多様な言語・文化・価値観を理解し、グローバルな視点から保健医療福祉の現状と課題が 

  理解できる。（知識・理解） 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/information/idea ） 

（概要）本学の教育課程は、キリスト教に基づく豊かな人間性を備えた看護専門職者を育成するよう構成する。

コミュニケーション能力を養う科目およびヒューマンケアリング論を通年科目とし、看護専門職者として必要な

知識・技術を基に問題解決能力等の実践力を習得できる科目を設計する。 

 さらに看護専門職者として継続的に自己研鑽できるよう、主体的な学習姿勢を養うシミュレーション教育を全

学的に導入する。 

 看護師の資格を取得する看護師コースだけでなく、保健師の国家試験受験資格を取得する保健師選択コースや、

多文化を理解し外国人の対象者に適切に対応できる人材を育成する多言語医療支援コースを開講し、学生が幅広

く選択できるようにする。 

1) 入学前教育や 1年次のラーニング・リテラシー等、大学入学後の学習意欲の維持や基礎学力の向上を 

  目的とした教育および科目を開講する。 

2) 1～2年次の教養科目および語学教育として、キリスト教と文化、人間と社会、コミュニケーションに 

  関する科目を開講し、並行して専門教育の基礎となる人体の構造や健康障害、治療に関する専門基礎 

  教育、看護に関する基礎的知識・技術を習得する専門教育科目を開講する。 

3) 3年次は、人間の発達段階別、健康障害別の看護、さらに問題解決能力の基礎となる専門教育科目を、 

  講義だけでなく、シミュレーション教育等のアクティブ・ラーニングを通して、適切な看護を試行錯誤し、 

  互いに学び合う演習科目を開講し、実践の場で学習する実習科目を開講する。 

4) 4年次には実践の場で学習した内容を統合し、関心あるテーマについて課題を探求する卒業研究を始め、 

  チーム医療の中で看護者が果たす役割と責任やグローバルな視点から看護を学ぶ科目を開講する。 

5) 保健師選択コースでは、保健師の資格取得に必要となる基礎的知識および地域の健康増進の促進に向けた 

  課題解決能力を身につける科目を 3～4年次に開講する。 

６）多言語医療支援コースでは、1～4年次にかけて英語に関する語学力や多文化の理解を深める科目を開講する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/information/idea ） 

（概要）本学では卒業認定・学位授与方針、教育課程編成方針を踏まえ、入学者受け入れ方針を以下のとおり

定めている。 

1) 高等学校において履修する幅広い基礎的な学力を修得した人（知識） 

2) 様々な年代の人々と適切なコミュニケーションをとる力を有する人（技能・表現力） 

3) 科学的な視点を持ち、物事を論理的に探究する力を有する人（思考力・判断力） 

4) 他者の悩みや苦しみに共感できる力を有する人（関心・態度） 

5) 人々の健康や生活の関心を持ち、継続して学習ができる人（関心・主体性・態度） 

 

https://ns.fukujo.ac.jp/information/idea
https://ns.fukujo.ac.jp/information/idea
https://ns.fukujo.ac.jp/information/idea
https://ns.fukujo.ac.jp/information/idea


  

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/information/teacher   

 

  

https://ns.fukujo.ac.jp/information/teacher


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

看護学部 ２人 － ２人 

 － ７人 １０人 ７人 １１人 １人 ３６人 

 － 人 人 人 人 人 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 ４１人 ４１人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/information/teacher  

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

授業の質向上を目的として授業公開（専任教員対象）や、学生による授業評価を実施している。 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

 看護学部 １００人 １１８人 118％ ４００人 ４４６人 111.5％ ０人 ０人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 １００人 １１８人 118％ ４００人 ４４６人 111.5％ ０人 ０人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 看護学部 
121人 

（100％） 

2人 

（1.7％） 

113人 

（93.4％） 

6人 

（5％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
121人 

（100％） 

2人 

（1.7％） 

113人 

（93.4％） 

6人 

（5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

【看護師】 

福岡東医療センター、国立国際医療研究センター病院、九州医療センター、他国立病院機構：30名 

 九州大学病院、産業医科大学病院、東京慈恵会医科大学附属病院、他大学病院：33名 

 福岡市民病院、国家公務員共済組合連合会浜の町病院、済生会福岡総合病院、他総合病院：37名 

【保健師】福岡県直方市 1名、福岡県中間市 1名、北海道庁 1名 

【進学先】 

 日本赤十字九州国際看護大学大学院 看護学研究科 1名、聖マリア学院大学専攻科 助産学専攻 1名 

（備考） 

https://ns.fukujo.ac.jp/information/teacher


  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

  看護学部 
123人 

（100％） 

119人 

（  96.7％） 

1人 

（  1％） 

2人 

（  1.6％） 

0人 

（ 0％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
123人 

（100％） 

119人 

（  96.7％） 

1人 

（  1％） 

2人 

（  1.6％） 

0人 

（ 0％） 

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 
【授業計画書（シラバス）作成過程】 

本学の授業計画書作成は以下の手順で実施している。 

①教務部委員会で「シラバス作成要領」（以下、「要領」）を審議、承認 

②教員に「要領」を配信し、シラバス作成を依頼 

③入稿後、第三者によるシラバスチェック実施、結果を各教員にフィードバック 

④③を受けて修正、最終確認の後、Web公開を行う 

【作成及び公開時期】 

①シラバス作成依頼         ： 11月上旬 

②第三者によるシラバスチェック実施 ： 1月中旬 

③フィードバック修正期間      ： 1月下旬～2月 

④Web公開                ： 3月中旬～4月 

【授業計画書記載事項】 

 「他の科目のつながり」「授業概要」「到達目標」「授業の(運営)方法」 

「授業計画（内容）」「各回の学習課題」「事前・事後学習時間」「教科書・参考書」 

「成績評価方法」「留意事項」「実務教員による授業概要」 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

【単位授与又は履修認定の厳格かつ適正な実施状況】 

 単位授与並びに入学前の既修得単位等の認定については福岡女学院看護大学学則及び履修規程に定め、学生に対し

ては入学時及び各年度における教務・履修オリエンテーション等にて周知を行っている。 

成績評価は、授業計画書（シラバス）に記載のとおり、試験や提出課題、授業参加度などを総合的に判断して各科

目の目標到達度を、また、授業において事前学習課題を提示し、課題提出や小テスト実施等により授業時間外の学

習を促し、単位時間相当の学修成果を確認するなど、適正な方法で実施している。 

成績評価基準は下表のとおり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分  評価 成績評価基準 

合格 

 AA 100点～90点 

 A 89点～80点 

 B 79点～70点 

 C 69点～60点 

不合格 
 D 59点～0点 

 F 失格・放棄 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

看護学部 看護学科 １２８単位 有・無 単位 



  

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/information_disclosure/  

 

  

https://ns.fukujo.ac.jp/information_disclosure/


  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

看護学部 看護学科 1,100,000円 300,000 円 200,000円  施設設備費、実習費 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 
本学ではアドバイザー制度を設け、助手以上の教員が 15～18名（各学年 5～7名）の学生を担当し、相談体制を整

えて面談等を行っている。 

修学支援においては、主として学生部委員会とアドバイザーをはじめとした学内教職員が連携して学生が有意義で

充実した生活を送ることができるよう、学修、経済的、生活、健康、進路などの支援を行っている。 

また、教職員の学生支援に対する資質向上のため、年に数回「アドバイザー会議」を実施、講義やグループワーク

を通して対応のあり方の検討を行っている。 

 

・「福岡女学院看護大学自己点検・評価報告書 2014～2019」P.81-92 

https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/219__54K55qSc44O76KmV5L6h5aCx5ZGK5pu4MjAyMA-D-.pdf 

 

・刊行物「CAMPUS LIFE」、ホームページ CAMPUS LIFE P.63 
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-

D-.pdf 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 
就職・進学等の支援はアドバイザーと学生部委員会に組織される進路担当者が中心となって行っている。4年次生

全体に対しては進路オリエンテーションや各種対策講座などを実施、個別には学生への進路調査を基にアドバイザ

ーが学生一人ひとりに応じた進路指導を行い、その状況等については学生部委員会や教務部委員会等に報告し、情

報を共有している。 

例年 4月には学内において実習病院や就職実績のある病院を中心とした「病院等施設説明会」を開催し、九州内外

より多くの参加があり、病院の規模や環境、それぞれの看護師教育制度等について多くの情報を得る機会としてい

る。（※2021年度においては新型コロナウィルス感染症拡大防止のためオンライン開催とし病院紹介動画等をポー

タルサイトにて学生にオンデマンド配信した。） 

 

・「福岡女学院看護大学自己点検・評価報告書 2014～2019」P.92  

https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/219__54K55qSc44O76KmV5L6h5aCx5ZGK5pu4MjAyMA-D-.pdf 

・ホームページ「資格・進路」 

https://ns.fukujo.ac.jp/educate/feature/employment 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 
 心身の健康等の支援は、主に学生部委員会に組織される保健担当者、保健室職員が臨床心理士、アドバイザー、学

務課職員と連携をとりながら行っている。 

健康管理においては年 1回の定期健診を実施するとともに、学生の自己健康管理及び感染症罹患時の速やかな対応

のため「感染症に関するセルフケアファイル」を作成、配付している。また、臨地実習開始前には感染症予防なら

びに対応についてオリエンテーションを実施している。 

心理相談においては年度初めに UPI調査を実施し、週 1回臨床心理士を配置しカウンセリングの機会を設けてい

る。身体面においては保健室職員（保健師・看護師）が健康相談や健康診断を通じて病気の予防や早期発見、応急

処置等と必要に応じて外部の医療機関や臨床心理センターとの連携・調整を行うと共に、課題のある学生などにつ

いては学生部委員会、運営会議に報告し情報の共有を行っている。 

  ・「福岡女学院看護大学自己点検・評価報告書 2014～2019」P.90 

 https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/219__54K55qSc44O76KmV5L6h5aCx5ZGK5pu4MjAyMA-

D-.pdf  

・刊行物「CAMPUS LIFE」、ホームページ CAMPUS LIFE P.67-69 
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-

D-.pdf 

 

https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/219__54K55qSc44O76KmV5L6h5aCx5ZGK5pu4MjAyMA-D-.pdf
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-D-.pdf
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-D-.pdf
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/219__54K55qSc44O76KmV5L6h5aCx5ZGK5pu4MjAyMA-D-.pdf
https://ns.fukujo.ac.jp/educate/feature/employment
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/219__54K55qSc44O76KmV5L6h5aCx5ZGK5pu4MjAyMA-D-.pdf
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/219__54K55qSc44O76KmV5L6h5aCx5ZGK5pu4MjAyMA-D-.pdf
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-D-.pdf
https://ns.fukujo.ac.jp/burger_editor/burger_editor/dl/295__44Kt44Oj44Oz44OR44K544Op44Kk44OVX_acrOaWh18yMDIyMDMxNV8wMQ-D-.pdf


  

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：本学 WEB https://ns.fukujo.ac.jp/information_disclosure/ 

 

  

https://ns.fukujo.ac.jp/information_disclosure/


  

（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 福岡女学院看護大学 
設置者名 学校法人福岡女学院 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
44人 43人 48人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 22人 30人  

第Ⅱ区分 16人 7人  

第Ⅲ区分 6人 6人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  0人 

合計（年間）   48人 

（備考） 

 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 ０人 

 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 



  

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
0人 0人 0人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

0人 0人 0人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
0人 0人 0人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
5人 0人 0人 

計 5人 0人 0人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 0人 前半期 0人 後半期 0人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 
 

退学 0 人 

３月以上の停学 0 人 

年間計 0 人 

（備考） 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 



  

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 0 人 

訓告 0 人 

年間計 0 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

0人 0人 0人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ 8人 0人 0人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
0人 0人 0人 

計 8人 0人 0人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 
備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 


